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葛飾区におけるワクチン接種について
◆ワクチン接種状況（概要）

優先順位 対象 接種券送付 接種開始

１ 医療従事者 ー ３月

２ 75歳以上（約66,000人） ４月26日 個別接種︓５月11日〜
集団接種︓５月15日〜

３ 65〜74歳（約53,000人） ５月21日 ５月21日〜
※高齢者施設入所者は４月下旬から接種開始

◆ワクチン接種体制
個別接種 集団接種

区内約200か所の診療所 区内７か所の会場

◆接種の進捗状況（高齢者１回⽬接種率）
葛飾区 東京都 国

20.3%
※5/31現在

6.6%
※5/23現在

６%
※5/23現在

５月実施分 ６月実施分

約1,300回 約3,300回

約6,500回 6月追加分
7.5倍

個別接種︓医療機関での実施枠の拡大を進めている 集団接種︓医師会と連携し、集団接種会場の拡大につ
いて準備を進めている
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高齢者へのワクチン接種支援について

区役所・区⺠事務所での
ワクチン予約サポート

約3,300回

インターネット利⽤に不慣れな高齢者のワクチン予約
をサポートするため、集団接種の６月予約枠（追加
拡大分）の予約開始日に合わせて、サポート窓口を
設置します。

（１）会場 ①区役所 ②区⺠事務所（６か所）
（２）期間 5/31（月）から6/2（水）までの３日間
（３）開設時間 午前９時から午後５時まで

※予約サポートで予約ができなかった方には、予約枠に空き
のある接種実施医療機関を確保し、後日連絡する

関係機関等による
ひとり暮らし等高齢者へのアプローチ

ワクチン接種から取り残されないために、高齢者の身近
な相談機関等がそれぞれ把握している「ひとり暮らし等
高齢者」の情報を区が集約し、職員が予約代⾏や接
種会場の案内など必要な⽀援を⾏います。

■相談機関等
地域包括支援センター、介護サービス事業所、障害サービス事
業所、⺠⽣・児童委員、高齢者支援課・障害福祉課・東⻄⽣
活課の職員

■事業実施 ６月１日〜

高齢者（65歳以上）へのワクチン接種が進みつつある中、さまざまな事情により家族等の支援が得られない高齢
者がワクチン接種から取り残されないよう、以下の２本柱により、高齢者のワクチン接種を支援していきます。

ネットに不慣れな方には… ひとり暮らし等で課題を抱えている方には…
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令和３年度第三次補正予算編成にあたってのポイント

以下、新型コロナ対策に要する経費として、1,380,132千円を計上
◆ 新型コロナウイルス感染対策に218,735千円
◆ 区内企業等を支援するための産業振興に804,393千円
◆ ⼦育て世帯への特別給付⾦に357,004千円

このほか、
●災害対策経費 （58,410千円）
●児童相談所建設経費 （846,500千円）
●駅前歩⾏環境改善経費 （318,800千円）
●高齢者肺炎球菌予防接種（23,653千円）など をそれぞれ計上しています。

補正概要
会計名 補正前の額 補正額 補正後の額 補正額 Ｂの財源内訳

Ａ Ｂ Ｃ （Ａ＋Ｂ） 特定財源 一般財源

一般会計 203,463,976 3,919,396 207,383,372 1,655,819 2,263,577

（単位：千円）



補正予算の主な項目
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コロナ禍における支援策
中小企業等⽀援 6.6億円

◆中小企業に対する感染拡大防止対策助成
【概要】
10万円を限度に感染防⽌対策に要する経費を助成する
ことにより、区内中⼩企業を支援する

◆介護施設等感染症対策費用助成
【概要】
感染した利⽤者が入院するまでの間の施設職員への各種
手当および退院後、施設へ戻る際のかかりまし費⽤を助
成することにより事業者を支援する

商業⽀援 1.5億円
◆デジタルプレミアム付商品券発⾏事業費助成
【概要】
総額６億円のプレミアム率20％の電⼦商品券発⾏に係
る経費を助成することにより、地域経済を活性化させる

◆商店街チャレンジ戦略⽀援事業
【概要】
80万円を限度に感染防⽌対策のために要する経費を助
成することにより、区内商店街を支援する

農業⽀援 2.8百万円
◆販売促進⽀援事業
【概要】
250万円を限度に農協（JA）が実施する「葛飾元気野
菜」販売促進事業に要する経費を助成することにより、区
内農業者を支援する

家計⽀援 3.6億円
◆⼦育て世帯⽣活⽀援特別給付⾦
【概要】
児童1人あたり50,000円を支給することにより、低所得の
⼦育て世帯を支援する

支援総額11.7億円



区内には多くの中小事業者等が存在し、地域経済において重要な役割を果たしています。新型コロナウイルス感染症の
収束が見通せない中、感染拡大防止と地域経済活動の推進を目的として、区内中小事業者が行う新型コロナウイルスの
感染拡大を防止する取り組みにかかる経費の一部を区で独自に補助します。

区内中小事業者が⾏う
新型コロナ拡大防止対策を⽀援します
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商工振興課
予算額

641百万円

１ 補助率および補助上限額

２ スケジュール
補助対象期間 令和3年4月～令和3年12月
申請期間 令和3年8月2日～令和3年12月28日

３ 補助対象経費
以下のような区内中小事業者等が負担する経費を対象

補助率 １０／１０

上限額 １０万円
申請資格
〇区内に主たる事業所を置く、中小
企業法第2条に規定する中小企業等

〇申請時点において、葛飾区で継続
して1年以上事業を営んでいること

〇前年度の法人都民税、個人事業主
の場合は葛飾区の特別区民税・都民
税を滞納していないこと

〇令和3年4月から6月までのいずれ
かの月の売り上げが前年同月または
前々年同月と比較し、30％以上減少
していること

従業員のPCR検査や抗原検査に要する経費

物品購入に要する経費
（二酸化炭素濃度測定器、サーモグラフィー、消毒液等）

設備改善に要する経費
（感染予防のためのテレワークやWeb会議の推進に関する費用等）

PCR検査の実施も対象︕感染拡大防止に
つながる取り組みを幅広く、全額補助します︕



新型コロナウイルス感染症の感染予防対策として非接触型キャッシュレス決済の普及・促進を図るため、 デジタル技術を
活用したプレミアム付商品券を新たに発行し、地域経済の活性化を図ります。

(仮称)かつしかデジタルプレミアム付商品券を発⾏します
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商工振興課
予算額

146百万円発行総額
６億円

チャージ方法
当選通知を受け取った後、
専用ページでユーザー登録

チャージ画面で
決済額分をチャージ

クレジットカードで決済（現金も可）

利用方法

お会計完了

お会計金額を入力・支払
店舗は画面を要確認‼

スマートフォンで店舗の
QRコードを読み取る

令和2年度の商品券（紙）は
120,000セットに対して、170,383

セットの応募があり、
抽選により完売しました！

見本

区独自のオリジナル電子マネー

3次補正 参考 当初予算（紙）

販売価格 1万2千円分のポイントを1万円で販売 1万2千円分の商品券を1万円で販売

プレミアム率 20％ 20％

販売数 5万セット 12万セット

発行総額 6億円 14億4,000万円

一人当たり
購入限度数

2セット 5セット

対象店舗 一般商店のみ 約500～700店舗（見込み） 一般商店・大型店 約1,100店舗

販売方法
インターネットによる申し込み（申込多数の場合抽選）

クレジットカードで決済（現金購入可）
ハガキもしくはインターネットによる申し込み
（申込多数の場合抽選）指定引換所で購入

申し込み期間 2021年8月5日（木）～2021年9月5日（日） 2021年4月15日（木）～2021年5月25日（火）

引き換え期間
2021年9月27日(月）～2021年10月5日（火）（予定）：クレジットカード
2021年10月１日（金）～2021年10月5日（火）（予定）：現金

2021年7月1日（木）～2021年7月5日（月）

使用期間 2021年9月27日（月）～2022年1月31日（月）（予定） 2021年7月1日（木）～2021年12月31日（金）



地域社会の中で商店街自らが行う新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の活動に対し経費の一部を助成することで、
区内商店街の安全・安心を確保し、地域経済と地域社会の活性化につなげます。

商店街が⾃ら⾏う
新型コロナ拡大防止対策を⽀援します
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商工振興課
予算額
６百万円

１ 補助率

２ スケジュール（予定）

３ 補助対象経費
感染拡大防止ガイドライン等に基づく以下の費用

区 １/３

都 １/２

感染症拡大防止の取り組み内容を盛り
込んで作成された商店街ガイドブック
（令和2年度作成）

取り組みの周知に要する経費
（チラシ・ポスター・看板の作成委託経費等）

物品購入費
（サーモカメラ、二酸化炭素測定器、消毒液、マスク等）

その他諸経費
（振込手数料、代引手数料、送料）

交付申請締切日 事業実施期間

第１回 ７月６日（火） 交付決定日から

令和４年３月３１日まで第２回 ８月２０日（金）



葛飾区は東京23区の中でも、数少ない農業地帯として知られています。四
季を彩る地域の野菜が一年中を通して栽培されており、収穫したての新鮮野
菜が手に入ります。特に1年中栽培されている小松菜の収穫量は約750t（平
成30年産）もあり、小松菜肉まんなどが直売所で販売されています。

葛飾元気野菜について葛飾元気野菜について

新型コロナウイルス感染拡大に伴う飲食店の休業や、イベントの中止に伴う野菜即売会の中止等により、農産物の出荷
に多大な影響が生じています。このような状況下で、農業者を支援し、農産物の販売促進及び消費の活性化を図ることを
目的に、JA東京スマイルが実施する「葛飾元気野菜販売促進事業」に対し助成する。

葛飾元気野菜の販売を促進します
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産業経済課
予算額
2.8百万円

1 PR即売会運営経費
区内外で葛飾元気野菜の販売イベントを実施（12回）
場所：区内10回、区外2回（JA東京アグリパーク）

２ 直売所キャンペーンイベント
葛飾元気野菜直売所（柴又）（葛飾区柴又4-28-2）で、
①スピードくじ抽選会と②購入者特典プレゼントを実施します。

葛飾元気野菜即売会（区役所前）の様子

（令和2年6月10日撮影）

①スピードくじ抽選会 ②購入者特典プレゼント

場所 葛飾元気野菜直売所（柴又）（葛飾区柴又4-28-2）

時期 令和3年7月20日～9月28日、令和3年12月1日～令和4年2月26日（予定）

内容 購入金額500円ごとに抽選券1枚配布 1日先着50名にプレゼント配布

令和2年度同イベント実施時売上（9月）

令和元年度：2,193,610円
令和２年度：3,424,131円
＋1,230,521円増加

コロナに負けるな！！

＋150％UP



新型コロナウイルス感染症に感染した利⽤者に対して、介護や看護を⾏う職員に特殊勤務手当、宿泊手当を
支給して、適切なサービス提供体制を確保します。
また、感染した入所者が入院治療後に、入所していた施設に戻る際は、複数職員での退院の補助などが必要と
なることから、施設へのかかりまし費⽤を助成する利用者退院⽀援費を支給します。
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（１）（２）について
介護保険課
（３）について
福祉管理課
（４）について
高齢者支援課
（５）（６）（７）について
※（７）については身体障害者の方の施設
障害福祉課
（７）について
※精神障害者の方の施設
保健予防課

予算額
20百万円

１．実施方法
事業者（特殊勤務・宿泊手当は手当を支給する事業者）に対して補助⾦を交付する。

２．支給対象となるサービス（ただし、利⽤者退院支援費は入所系サービスのみ対象）
（１）介護保険（居宅サービス、地域密着型サービス、居宅介護支援）
（２）介護保険（施設サービス） （３）軽費⽼人ホーム、有料⽼人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅
（４）養護⽼人ホーム （５）障害者入所施設
（６）障害福祉サービス （７）共同⽣活援助（グループホーム）

３．期間
令和３年４月から令和４年２月末まで

４．補助額
特殊勤務手当 ︓１日あたり⼀律5,000円（最大14日分）
宿泊手当 ︓１泊あたり⼀律5,000円（最大13泊分）
利⽤者退院支援費︓入所者１人あたり⼀律30,000円

陽性患者に介護や障害福祉サービスを
提供する職員に手当等を⽀給します



京成本線荒川橋梁部の堤防について、令和3年度に国⼟交通省がコンクリート製のパラペットを設置します。これに
伴い、京成本線軌道内に設置する⽌⽔板（⾼さ２ｍ程度）と路⾯覆⼯板を購⼊し、⽔防活動に要する時間を短縮します。
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調整課
予算額
36百万円

【京成本線荒川橋梁架替事業】
荒川橋梁の堤防部は過去の広域な地盤沈下により、

堤防部のかさ上げが必要ですが、橋梁が⽀障となり、
橋の桁下⾼が堤防本来の⾼さから約3.7ｍ低くなって
います。令和3年度に、現在⼟のうを設置している堤
防切り⽋き部に国がパラペットの施⼯を実施する予
定です。

パラペットに連結可能な⽌⽔板と線路を平坦化す
る路⾯覆⼯板を購⼊することで、⽔防対策の効率
化・時間短縮に繋がります。

止水板はパラペットに連結することで
効果を発揮するとともに、水防活動の

作業時間短縮に繋がります！

橋 桁
約3.7ｍ堤防

※止水板使用イメージ

荒川橋梁部の水防作業の効率化を
図ります



大規模災害時においては、ライフラインが途絶して給湯ができず、粉ミルクの調製が困難となる状況が想定されます。このような状況下でも
乳児の栄養を確保し、乳児を育てる家庭が安心して避難生活を送ることができるよう、調製することなく使用できる液体ミルクおよび使い捨て
哺乳瓶を防災備蓄品として配備します。
また、停電が長引いてスマートフォン等の充電ができないと、避難所等での情報収集や外部との連絡が困難となることが想定されます。こう

した状況に備えて、太陽光から蓄電可能なソーラーパネル付き蓄電池を配備します。

防災備蓄品として液体ミルクや蓄電池を配備
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危機管理課
予算額
18百万円

1 液体ミルクの備蓄（2,986千円）
給湯の状況に応じて、液体ミルクもしくは配備済みの粉ミルクを提供します。

（1）対象者
区内在住の0～1歳児のうち1,864人
※葛飾区における0～１歳児の人口6,381人（4月1日時点）×都の被害想定に

基づく葛飾区の避難生活者割合29.2％＝1863.2人
（2）備蓄数量 3,744本（一人当たり2本、約半日分相当）
使い捨て哺乳瓶も同数

（3）備蓄期間
8か月
備蓄期間終了後は、区の防災講座等で活用し、家庭での備蓄に向けた普及啓

発に使用します。
2 ソーラーパネル付き蓄電池（14,852千円)
（1）配備数量
120台

（2）配備場所
表のとおり

（3）充電時間
太陽光：満充電まで14.5時間
電源：満充電まで7.5時間

（4）充電能力
スマートフォン 50回分

施設種別 配備数 備考

学校避難所（77か所） 77 カセットガスボンベ式発電機を配備済

地区センター（19か所） 19 カセットガスボンベ式発電機を配備済

学び交流館（4か所） 4

災害対策本部
20 太陽光発電設備、蓄電池、自家用発電

機などを配備済

計 120台

液体ミルク(参考例)

蓄電池(参考例)

状況 物資

給湯が困難 液体ミルク

給湯が可能 粉ミルク

発災



河川の氾濫や集中豪雨など、水害時の浸水区域で排水活動を行うのに有効な排水器具「フローティングストレーナー」を
区内の消防団に配備することで、地域の防災力向上を図ります。
現在、区内消防団に配備されている従来のストレーナーは、水深20㎝以上の場所で沈めて使用するのに対し、水面に浮

かべて使用するフローティングストレーナーは水深が2㎝あれば使用できることから、より幅広い場所での排水活動や、消
火活動においても効果を発揮します。

消防団へフローティングストレーナーを
配備
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地域防災課
予算額
5百万円

1 配備数量
25個（区内27の消防団分団のうち、すでに配備済の2

分団を除く全分団に1個ずつ配備）

2 排水能力
最大1,500ℓ／分

3 配備予定時期
令和3年8月

従来のストレーナー フローティングストレーナー

フローティングストレーナーの使用イメージ
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児童相談所開設準備室
予算額

847百万円

現在、飾区児童相談所・⼀時保護所の設置に向けて準備を進めています。
区⺠に寄り添う支援を担う⼦ども総合センターと、⼦どもの安全確保など法に基づく専門的な支援を
担う児童相談所・⼀時保護所が両輪となって、⼦どもの最善の利益を確保する体制を構築します。
令和５年度中の開設を⽬標に、建設工事を実施します。

葛飾区児童相談所の設置に向けて

建設予定地
（⽴⽯⼆丁⽬179番1、2号）

面積 2,177.93㎡

【スケジュール】
令和３年度 基本設計・実施設計、起⼯
令和４年度 本体⼯事
令和５年度 竣⼯（６月予定）

開
設
予
定



⻲有駅南⼝及び駅前広場バス停周辺の歩⾏環境を改善す
るため、屋根の設置及び歩道舗装⼯事を⾏います。

⻲有駅南⼝駅前広場をリニューアルします
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道路補修課
予算額

319百万円

１ ⼯事内容
屋根の設置（約670 ㎡）、歩道舗装（約2500 ㎡）

２ ⼯期
令和3年10月〜令和6年3月（予定）
※屋根の設置は令和4年度末頃に完了予定

直射日光を避け、雨に濡れずに
電車やバスを利用出来ます！

亀有駅

亀有
リリオ館
亀有

リリオ館

屋根設置（黒色部分）
歩道舗装（赤色部分）

屋根 完成イメージ

亀有
リリオ館

駅前広場出入口 完成イメージ



高齢者の肺炎重症化や死亡リスクを低減するため、高齢者肺炎球菌ワクチンの接種費用を補助します。
東京都が10月から実施する高齢者肺炎球菌ワクチン定期接種補助事業がカバーしていない4～9月の接種について、区

が独自に補助することで、区民の自己負担額を軽減するとともに、接種時期によって自己負担額に差が生じないよう、公
平性を確保します。

高齢者肺炎球菌予防接種事業
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保健予防課
予算額
24百万円

1 助成対象期間
令和3年4月～令和4年3月

2 助成額

3 対象者
約15,400人
（1）令和3年度に65、70、75、80、85、90、95、100歳になる方
（2）60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障害や
ヒト免疫不全ウイルスにより、免疫機能に日常生活がほぼ不可能な程度の障害がある方
（3）上記（1）、（2）の方で、高齢者肺炎球菌ワクチンを未接種の方

令和3年4～9月 10月～令和4年3月

接種単価 8,409円 8,409円

区助成額 6,909円（※） 4,409円

都助成額 2,500円

本人負担額 1,500円 1,500円
※区の助成額6,909円のうち、4,409円は当初予算に計上
済み、残り2,500円を今回補正で対応

接種時期によって自己負担額に差が生じ
ないよう、区が独自に助成額を上乗せ
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令和３年第２回葛飾区議会定例会提出議案一覧

（１） 令和３年度葛飾区⼀般会計補正予算（第３号）
（２） 葛飾区⽴学校の学校医、学校⻭科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の⼀部を改正す

る条例
（３） 葛飾区市街地整備⽤地取得基⾦条例の⼀部を改正する条例
（４） 葛飾区特別区税条例の⼀部を改正する条例
（５） 葛飾区⽴東⾦町⼩学校既存校舎ほか１解体工事請負契約締結について
（６） 葛飾区⽴双葉中学校外壁改修（塗装）その他工事請負契約締結について
（７） 葛飾区⽴松上⼩学校外壁改修（塗装）その他工事請負契約締結について
（８） 葛飾区⽴原⽥⼩学校外壁改修（塗装）その他工事請負契約締結について
（９） 都市計画道路補助第264号線（細⽥⻄）整備（その２）及び排⽔施設（その２）工事請負契約

締結について
（10）⼋剱橋橋梁架替（その６）工事請負契約締結について
（11）奥⼾橋補修（その７）工事請負契約締結について
（12）葛飾区⾦町駅前活動センター⽤⼟地及び建物の買入について
（13）訴えの提起について
（14）監査委員の選任同意方について（依頼）
（15）人権擁護委員候補者の推薦に関する意⾒について（照会）


